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1. はじめに 
我々は，自由視点テレビ（ＦＴＶ）[1]を研究している．

自由視点テレビとは，視聴者が自ら視点を選択できるテ

レビのことである．つまり，視点を変えることでテレビ

の中の空間を自由に移動できるのである． 
ＦＴＶを実現するためには，光線空間法[2]を利用して

三次元空間を再構築している，自由視点画像を生成する

研究を行っている． 
光線空間は物体の三次元位置，形状の情報を必要とし

ない．カメラで撮影された実写画像を物体ではなく，カ

メラの位置関係，つまり物体の見え方に基づいて三次元

情報を記述し自由視点の画像を生成するものであり，実

写画像と同等なリアリティのある画像を得ることが可能

となる．その光線空間を水平に切り出した断面図はＥＰ

Ｉ（Epipolar Plane Image）となる．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図1 直線カメラ配置における光線空間取得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 自由視点画像生成法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 光線空間と EPI 情報 
 
ＦＴＶを流暢に観賞できるためには，あらゆる視点か

ら撮影し，つまり，すべての光線情報を取得するのは理

想だが，カメラ自身の物理的な制限でカメラ配置は離散

的にならざるを得ず，すべての光線情報を取得すること

が不可能である．光線を密に取得するためには，撮影し

ていない画像，つまり，仮想視点画像を生成することが

必要である． 
カメラを直線に配置する場合，ＥＰＩにも直線の構造

が現れる．本報告では，その性質を利用し，ＥＰＩの解

像度を上げることによって仮想視点画像の補間を行う．

そして，解像度を上げるための手法としては，超解像の

手法ＤＲＣ[3]（Digital Reality Creation）という技術を利用

する． 

2. ＤＲＣの技術原理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 ＤＲＣの学習 
 
ＤＲＣはソニーに開発され，標準テレビ信号（ＳＤ）

とハイビジョン信号（ＨＤ）の相関特性を利用して，ハ

イビジョン信号に近い映像信号を生成する技術である． 
根本的には，ＤＲＣは画像情報に基づいたフィルター

[3]のことである．補間する際に用いられるフィルターの

係数は学習過程により，ＳＤビデオ信号とＨＤビデオ信
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号の両方を学習データーにし，最小二乗法ＬＭＳ(Least 
Square Method)を利用して取得される．学習の計算量は膨

大になるため，パターンの分類はＡＤＲＣ (Adaptive 
Dynamic Range Coding)[4]を用いて量子化する．そして，

パターンの数が減少できる． 
ＡＤＲＣの方程式は式（１）で表される． 
 
 

                     （１） 
S は元の輝度値で， 'S は量子化した結果である．MIN

と MAX はパターンを表すブロックの最小輝度値と最大輝

度値である． k は量子化した後のビット数である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 ＨＤピクセルとＳＤピクセルの位置関係 

 
図５はＳＤピクセルと補間されたＨＤピクセルの位置

関係を表している．四角いピクセルは SD ピクセル S を表

し，丸いピクセルは補間されるＨＤピクセルH を表して

いる．ピクセル A は式（２）で補間される．ピクセル B
とピクセル C とピクセル D はブロックをまわすことによ

り，同じ学習データーと係数で補間される． 
 

                     （２） 
 

klw はフィルター係数である． 

3. 提案手法 
直線でカメラを配置する場合，撮影した多視点画像の

ＥＰＩも直線の構造が現れる．ＥＰＩでの情報が増える

ほど，取得した光線情報が増えると考えられる． 
そこで，超解像の手法を使い，ＥＰＩをアップサンプ

リングすることによって仮想視点画像を生成することを

提案する．超解像の手法としては，ＤＲＣの方法を利用

する． 
しかし，ＤＲＣの方法では，一つのＳＤピクセルにＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄの四つのＨＤピクセルが同時に補間されるた

め，画像は縦方向と横方向に同時に２倍に拡大する．Ｅ

ＰＩの縦方向ｕは取得できる視点の範囲を示し，横方向

ⅹは取得した画像の横方向ⅹそのものを示しているため，

横方向ⅹでの補間は必要ではない． 
 そこで，ＤＲＣの方法でＥＰＩをアップサンプリング

する際には，縦方向ｕだけで行う．つまり，図５の示し

た位置関係で一つのＳＤピクセルにＨＤピクセルＡ、Ｃ

だけを補間する． 

4. 実験 

4.1 実験条件 

提案手法の有効性を確かめるために，実際に図６のよ

うな直線カメラ配置で撮影した多視点画像を利用し，光

線空間を構築する． 
ＤＲＣの手法でフィルター係数を求める際，トレーニ

ングを行う．トレーニングのデーターとしては，６４０*
４８０の低解像度画像と１２８０*９６０の高解像度画像

を使う．フィルターのサイズは３*３である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 直線カメラ配置 
 
4.2 実験内容 

光線空間から切り取ったＥＰＩを縦方向でダウンサン

プリングする．具体的には，ピクセルを二つずつで輝度

値を平均値に取って一つのピクセルにする．そして，ダ

ウンサンプリングしたＥＰＩをＤＲＣの方法でアップサ

ンプリングする．最後，アップサンプリングしたＥＰＩ

と最初のダウンサンプリングしていないＥＰＩとを比較

する． 

5. まとめ 
本報告では，ＥＰＩをアップサンプリングすることに

より，仮想視点画像を生成する方法を提案した．その際，

超解像度画像を生成する技術ＤＲＣが用いられた． 
また，ＤＲＣがＥＰＩに応用する際，ＥＰＩの縦方向

だけにアップサンプリングすることを提案した． 
最後，実験でＤＲＣの手法を使ってアップサンプリン

グしたＥＰＩと元のＥＰＩとの比較を行う． 
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